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＜連絡事項＞

· 11/21･22・24・25　「メンバーシップ・リーダーシップ」課内研修あり。場所は２階会議室。

· 11/22～24　インフルエンザ予防接種あり。9：30～10：15、4階ユーティリティーにて実施予定。

· 11/25　ＳＷの実習生が来所予定。

· 広報委員会より：病院のホームページを更新する予定だが、通所としてどのような物を掲示するかタイトル・内容・掲載理由を11/25までに話し合い、室長へ確認を取ること。

· 青風荘メンバーのインフルエンザ予防接種は23日に女性メンバーと小向様・高島様の9名、24日に男性メンバー10名を実施予定。

＜外来より情報提供＞

· 晴山　美智子様～体重測定すると82.5kgあり、昨日味噌ラーメンを食べたと報告あり。食事摂取　　　

量を減らすこと、体重が増えたらその分運動して減量するように説明受けている。眼球上転の訴えあるが、現在の内服薬ではその可能性はない事を説明している。自宅での様子については、家族に任せきりとなっている様子あり、自分の事は自分で行う事、このままでは体重増加を抑えられない事や仕事も行えない事を本人へ話している。

· 森田　清助様～金曜に37.4℃の発熱あり急病診受診した事を報告されている。その際風邪薬３日

分処方となり本日当院外来にてＰＬ顆粒５日分処方となっている。今後、夜間高熱でもない限りは青明舎や訪問看護、当院へ相談するよう説明している。

· 我満　奈津紀様～昨日ラピアの回転寿司を食べたら嘔吐したと報告あり。胃腸が弱っている事も考

えられる為、生ものは控えるように説明している。

＜利用者様情報＞

浜飯　政昭様～レストランでの食事摂取の際、テーブルに備え付けてあるソースを多量にかけて食べたり、器に盛って飲む事が目立つようになっている。スタッフが止めると、スタッフの手を払い除けることや違うテーブルに行ってかける事がある。他メンバーも浜飯様に注意する事に恐怖を抱いている方もおられる。本日は、昼食のフライにソースをかけた後、味噌汁へも多量のソースを混入していたとメンバーより情報あり。浜飯様の合併症（糖尿病・慢性膵炎）の悪化も考えられる為、食事に付いたスタッフは行動を観察し、ソースを飲む事のないよう指導行い、必要に応じて調味料を取り除ける。

井畑　光湖様～現在デイケア終了後のバスが16:50しかない為、同バスで帰宅しているが、帰宅時間には暗くなってしまい危ない為、早目に帰ってもらいたいとご家族より依頼あり。本人へ確認すると少し早目の15:50のバスで帰宅するようにしたいと報告受けている。

中村　与一郎様～18日金曜のナイトプログラム前に体調不良の訴え聞かれ、しゃがみこんで耳を塞ぐ行為が見られていた。日中、他メンバーへ煙草をあげたことに対してスタッフから指導を受けた事と、就労前準備段階プログラム参加による疲労感があったと考えられる。プログラムへは参加しているが、今後も就労前準備段階プログラム参加により、体調不良や奇異な行為が見られる可能性もあるため、観察していく。

清水　秋男様～本日昼食時体調不良訴え、昼食配膳希望あり。体温測定し35.6℃であった為、自分から「じゃあ、食べに行く」とレストランへ行かれている。青風荘でも、倦怠感、頭がボーっとする感じを訴えているとの情報あり。

川口　八寿子様～１週間ほど前より夜間５時間ほどしか眠れていないと報告あり。又、中途覚醒もあるとのこと。日中の眠気は気にならないと話されるが、若干両目の充血見られている。20日に納吟会の模範吟を行ったということで、緊張していたことが原因として考えられる事を本人へ説明している。又、「頭の中がまとまらない気がする」と訴えあり、話し掛けの多さはない。状態については主治医へは伝えて欲しくないと話されている為、カルテへ情報提供し、金曜に再度通所予定である為本人の状態について話し合う。

中川原　義雄様～本日本人より電話連絡あり、11／22より体験利用の予定であったが、ご家族より年明けから利用してはどうかと話があり、１月から利用するつもりの為体験利用を見合わせたいと話される。スタッフより通所の流れを再度説明し、市民病院から主治医の紹介状持参した後体験利用となることを説明している。

＜デイナイトケア利用者様検討＞

・今野　容子様・佐藤　ミツ子様

○現状

最近、今野様が、プログラムで佐藤様が休んでいると「あんたがやらなきゃ私もやらない」と話され、青風荘でも何もせずに過ごされているメンバーに対して口調が強いとスタッフより報告受けている。

　　強く言っている理由について今野様は「自分も具合が悪いのに、他の人が休んでいるのはずるい、自分はがんばっているのに」と話される。面談で他メンバーへの対応について話をするが、スタッフと話をしている時には口調は穏やか。

佐藤様においては、今野様に強い口調で言われることが多い為、プログラムに限らず今野様を気にして萎縮してしまっている事が見られる。

○今後の対応

　　今野様に対して

⇒スタッフと１対１で話を出来る環境を作り、体調については一人一人違う事を説明する。

（以前違うメンバーに対して今回と同じように攻撃的となった際に、スタッフが間に入り他メンバーの体調不良に付いて説明した所、今野様の対応が穏やかになった為）

　　佐藤様に対して

　　⇒メンバー間で話し合いを行う時やレクの時に今野様が強く当たることが多いため、プログラムが始まる前に佐藤様へ声をかける。体調不良の時には体調確認を行い、プログラムに対しての不安があるときにはスタッフも一緒に行う事を説明し、不安軽減を図る。

・小野寺　のり様

○現状

最近レストランで配膳時に盆を持つ事を忘れていることが目立つ。他にも、食事の移動の時間を忘れている事や、レストランへの移動の際に青風荘へ戻ろうとされる事、移動のために歩いている時に目的地を忘れる、５分前に移動準備の声掛けを行っていても忘れている、直前に食べたものを忘れており食べた事自体を思い出せない等の物忘れが頻繁に見られる。

○今後の対応

　　・朝の日課として来所後、日付・時間を確認する。

　　・漢字計算を継続する。

